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大学病院施設・設備等緊急支援 令和９年度要求・要望額 事項要求
（新規）

（担当：大臣官房文教施設企画・防災部計画課、高等教育局医学教育課、高等教育局私学部私学助成課）

● 自由民主党 大学病院を支援する議員連盟において、以下を決議。

大学病院の施設・設備の整備に関しては、基本的に借入金や積立金により賄うこととなっている中、建替費用の高騰等が大きな負
担となり再開発・更新に支障が生じ、建物や医療機器の老朽化により、安全な医療の実現や地域の医療提供体制の維持が危ぶまれて
いる。
ついては、大学病院の施設・設備の整備について、財政措置の拡充や債務償還の負担軽減策を含めた在り方を検討すること。

大学病院施設・設備の整備に対する緊急提言（令和８年６月30日）（抜粋）

（前略）以下の事項について、今こそ、国の責任において、大学病院施設・設備の機能の改善のための期限（５年程度）を区
切った、力強い緊急支援をすべきである。

一 大学病院の施設整備について、例えば、耐用年数を大きく超えて使用し続けているものなど、老朽化した施設の更新等を
緊急的に進めるため、特別な財政措置により集中的に支援すること。

二 地域の高度医療の最後の砦である大学病院には、最先端の高度医療機器の導入が必要であるが、それが十分に行えず診療
や教育研究に支障を来している状況にある。このような中、必要な医療機器の整備を進めるため、特別な財政措置により
集中的に支援すること。

大学病院の機能強化に向けた決議（令和８年５月14日）（抜粋）

● これを受け、経済財政運営と改革の基本方針2026において、施設・設備の緊急的に改善するための支援を明記。

大学病院の教育・研究・診療のバランスの在り方等を明確化しつつ、教育研究機能や経営力の強化・処遇改善、
老朽化した施設・設備を緊急的に改善するための支援に取り組む。

経済財政運営と改革の基本方針2026（令和８年７月21日閣議決定）（抜粋）

老朽化した大学病院施設・設備の機能改善のための緊急的な支援を実施する。

背 景

※教育・研究に必要な医療機器（設備）については、別途、大学病院機能のリバランス促進事業（令和９年度新規要求：633億円）の内数として実施
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